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1つの経済なり社会なりに，たとえ確固たる目的とす

るものがあっても，その社会の動きを左右している諸要

因が一定の様式にのっとって動いていない場合にはその

社会の論理的な分析がなかなかやっかいなものになる こ

とはいう までもない。ところがこういった事態が第2次

大戦を契機として古い植民政府のかせをぬぎ去って独立

したアジア諸国の現状なのである。けだしそれはそれら

の国々のもつ技術，経済，社会などの段階とそれ以外の

国々のもつそういったものの段階， すなわち達成可能な

現実的な可能性とのあいだのギャップが非常に大きいの

で，そのためにそういった可能性に達する方法もまた数

多く，したがって諸要因の動きうる領域もまた広範であ

ることに主たる原因をもつと考えられる。

インドネシア もこの例外ではない。戦後新しく生まれ

たこの国のなかでも早く他の諸国に遅れをとらない力強

い国にしたいと国民はみなそう願い，そのために努力し

ており，その意味で確たる目的はあるが，他の国々との

あいだにある隔差の許す数多くの選択の可能性はその社

会の変化ないし移行の過程においてきわめて複雑な錯綜

した関係を生ぜしめており，そのことがそういった諸様

相をもつ諸要因の構成のなかに生じているインドネ シア

の社会なり経済なりの分析を非常に困難ならしめている

原因となっている。しかしその研究が少なくとも分析的

であろうとするかぎりその問題はなんらかの形で解決さ

れねばならないものであり， したがってある研究におい

てその社会なり経済なりを規定する要因がいかに選択さ

れているかということと同時に，その諸要因内のないし

は諸要因間の作用関係がどのような形で把握されている

かということ，すなわちそのアプローチのあり方はわれ

われにとっておおいに関心のある ものといえるであ ろ

う。
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こういった観点からみるとき，社会の変化を問題とし

た本翫牡、， とくに著者自身と分析方法のあり方に関心を

よせながらインドネシアの複雑な事態を究明しようとし

ているものであるから，まずこの意味できわめて興味深

いものである。

さて本書の著者ヴェルティムがとった方法をみるまえ

に，われわれは本書の考究の対象としたものがナショナ

リズムであり，それに作用を及ぼす要因として経済組織，

身分組織，都市，宗教，労働関係，文化といったものの

変化がそこで取り上げられ，それらの諸要因をそれぞれ

やや独立的に究明してゆくなかにナショナリズムの動き

をとらえようとしたのが本書の一般的な構成であること

をまず指摘しておかねばならない。

そしてこういった構成のなかで，著者がそれらの諸要

因の変化ないし推移や作用関係の究明を，社会学的方法

を基礎におくとはいえ歴史的に行なおうとしている点，

つまりこういった諸要因の変化をぎたす諸要素を一定の

ものにわり切らずに，現実に現われた歴史的動態のなか

にみようとする点に上述の意味でのわれわれの興味の中＇

心がある。

まさ1ここういった歴史的考察方法こそが，複雑な様相

をもつアジア諸国やインドネシアの分析にとってもっと

も重要な方法だと著者は主張するのである。すなわち

「ア ジアの社会はもろもろの社会状態が相互にからまっ

ていて，その社会を経済学，社会心理学，文化人類学な

いし宗教制度学のような専門化された科学的訓練をもと

にして考究すれば，きっとわれわれのもつ全体の視野を

失ってしまうような状態にまさしく存しているものであ

る」 (p.vii)とし「さまざまな人間社会の創生にじゅう

ぶんな注意を払い，その社会の現在の構造をその社会の

経済史および技術的発展，あるいはもっと一般的にいえ

ば，人問の動態に関係づける社会学のみが人間行動に関

するわれわれの理解を増大することができるであろう」

(p. vii)というのである。

要するにまえの論旨にかえっていうならば，著者の

態度は前述のような諸要因を挙げたとはいえ，そのそれ

ぞれの要因の分析において 1つの専門化された科学一一

それが西洋という発展段階の異なる構造の中で成育した

ものである場合はとくに-によってそれを行なおうと

することは不可能で，ただそれを可能とするのは人間社

97 



書評

会の創生を考慮し，人間の動的行動と現在存している社 である。

会の構造とを結びつけるような歴史的分析方法のみであ

ると主張するのである。まさにこういった態度をもって

分析しようとした点において本書のもっとも興味深い点

が存するのである。

しかしこの方法の評価をすることはきわめてむずかし

い。それにはさらに時間を要するといえるかもしれな

い。

しかしともかくも，こういった方法を用いたにもかか

わらず，あるいはそれ以前の問題かもしれないが，各章

の内部にあっても因果の不明瞭な点が少なくないことは

いなめないし，決定的な要因を中心とした各章がお互い

に有機的な関係をもちえていないという感じゃ，結論と

なる第11章も前の諸章からの関連においてじゅうぶん浮

かび上がってきていないという惑じは残らざるをえな

い。ただし著者のこういった歴史的分析のなかにおいて

ただ単なる記述的なものではなしに 1つの特徴的な姿を

とらえようとしていること一ーたとえばナショナリズム

を規定する重要な諸要因として挙げられた経済組織，身

分組織都市，宗教，労働関係，文化などの変化ないし

推移の考究において，西洋の影響力の浸透以前，それが

浸透するようになった19世紀の事態，今世紀のはじめご

ろから恐慌ないし 13本進駐までの期問，およびごく最近

の事態といった 4つの局面に分けて分析しようとしてい

ることなどはこのあらわれといえよう—ゃ，またたと

えば経済技術的な水準の低位さのもつ因果関係などに歴

史的事実を堀りさげて究明している点などは高く評価さ

れねばならないものといえよう。

しかしこの書のもつもう 1つの大きな貢献がある。そ

れは上述のようなナショナリズムを規定する諸要因の分

析にはいる足がかりとして著者が設けた「多様相のなか

における統一」（第 1章），「地理的概観」（第2章），「南

および南東アジアにおけるいくつかの社会発展の素描」

（第3章），「インドネシア政治史の一般的概観」（第4章）

などはその目的からしていうまでもないが，そのあとに

続く諸要因の分析自体も各章ごとにやや独立した形で論

じられており， しかもそういった諸要因がいずれの観点

からみる場合でもインドネシアの社会を形造っているき

わめて重要な諸要素といえるばかりでなく，その分析も

学問的に高い水準のうえにおいて行なわれているのであ

るから，ィンドネシアの好個の概説書となるということ
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それゆえ最後に各章の内容を一応簡単にみてみよう。

第 1章では地理的差異，人種的差異やまた立地的差異

などが，インドネシア全体をおおう類似性と一緒になっ

て形造られた初期時代の構造の基礎のうえに，現在の構

造が形造られているとし，

第2章では各島躾別の領土，人種などを概観し，

第3章では南アジアや南東アジア一般における古代社

会の静態性，西洋文明や経済の与えた効果，アジアのブ

ルジョアジーの特呉性やアジア諸国にみられる共同体的

な動きなどをみ，

第4章ではマジャパイット王国時代前後から近時にい

たる政治史の概観がなされ，

第5章の「経済組織の移り変わり」では，水田耕作地

域と移動農耕地域という異なる自然的立地を背景として

生まれた初期の経済構造が，オランダの到来によりその

植民政策の作用が，たとえば人口の増加や貨幣経済の浸

透をもたらし，それが今度は逆にその政策の変化をうな

がしていった様子などを考察し，

第6章の「身分組織の変化」においてもそういった耕

作技術の違いがもたらした経済的余裕の差異を基礎とし

てもっていた初期の時代の身分制度 i•こ，オランダのもた

らした西欧人あるいはその血をひくものの優位の政策や

強制耕作制度などの政策によっていかに新たな身分組織

の変化が生じ，さらにそれがその後の教育制度の普及や

日本の進駐時代のインドネシア人登用の政策などによっ

て，また独立後のインド・ヨーロッパ人や華僑の低落な

どによっていかに身分構造の変化を生じたかをみ，

第7章の「都市の発展」においては，初期の君主の権

威を中心として打ちたてられていた都市構造のうえにオ

ランダ到来による西洋的要素と東洋的要素との混合や対

立， 1870年以来の自由企業制度採用によるその変形，都

市内に存した各人種的抗争，都市人口の増大などのもた

らす諸問題などが考察され，

第8章の「宗教改革」ではインドネシアにはいってき

たイスラム教が，その教えの基調としての人問性の強調

の姿はもちつつも，すでにアジア諸国に存在していた社

会的不平等や商業都市の階級構造を反映した形をもって

いること，そのイスラム教が西洋の侵入を契機として拡

大し，それがとくに中産階級に個人の価値や団結感や統

一カを与えたこと， しかし他方でそういった宗教的基盤

の弱さへの反省はムハマディア運動やアフマディア運動
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ゃサリカット ・イスラムやワハビ運動などを生み，また

それらがいかなる役割をはたしたかということ，さらに

サントリとアバンガン，ナフ ダトゥ）レ・ウラマと ムハマ

ディ ア，イ スラム教内の急進的なものと正統派的なもの

といったものの対立や意義などを論述しているし，

第9章の「労働諸関係の様式の変化」においては，共

同体を中心とする労働と伝統的主君の命に従って働く労

働とからなっていた初期の型のうえに，西洋の到来とと

もに，それが初期の植民政策における強制的な労働から

のちの賃金労働へどのようにして，またどのような契機

で変わっていったか，そしてそれがどんな効果を人民に

与えたかという-とや イ‘ノド不シアの労働組合運動が

村落的な基礎のうえに立っていること，その指導者の階

層の特異性，またそれが生産の成長のない， しかも物価

騰貴の中でじゅうぶん効力を発揮しえないでいることな

どが考察され，

第10章の 「インドネシアにおける文化の動態」では，

異なった立地，つまり水田地域と移動耕作地域との中に

生じた初期の文化が，その形態を温存しつつもヨーロッ

バ文化の影響によりメスティゾ的文化を生んだり，また

他方ヮハビやパドリのよ うな反発的な行動を生んだりし

たことや，また20枇紀の初期におけるような西洋文化の

模倣的動きやその過度の模倣の反省としてのタマン・シ

スワのような形態また現在の文化のもつ都市文化と地

方ないし農村文化との不統一な形態などが究明されてい

る。

そしてこういった究明ののちに著者はイ ンドネシアの

ナショナリズムがはじめ不統一だった状態からしだいに

変転をへて独立後に大衆に根をおろすようになるまでの

過程を第11章でみるのであり，最後の 「最近の局面」と

ぃ5章は，この第 2版の改訂版によって追補された部分
の 1つであるが，そこでは1955年の総選挙の憲法会議の

選挙の結果からイスラム教政党，都市の知識階級と農民

との関係，国際関係や共産党などの動きを予測したり，

軍部の動向と地位，西イリアンなどを中心とするオラン

ダとの関係，反乱軍問題などを扱っている。

（アジア経済研究所海外派泄員 鈴木長年）
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